
経済産業省では、鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化等に関する様々な情報提供や各種取組を行っています。

➢ホームページ： http://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/mine/detail/msshientool.html

ご質問等がある場合には、最寄りの産業保安監督部までお問い合わせください。

○ 北海道産業保安監督部 鉱山保安課 電話番号 011-709-2466
○ 関東東北産業保安監督部東北支部 鉱山保安課 電話番号 022-221-4962
○ 関東東北産業保安監督部 鉱山保安課 電話番号 048-600-0436
○ 中部近畿産業保安監督部 鉱山保安課 電話番号 052-951-2561
○ 中部近畿産業保安監督部近畿支部 鉱山保安課 電話番号 06-6966-6062
○ 中国四国産業保安監督部 鉱山保安課 電話番号 082-224-5755
○ 中国四国産業保安監督部四国支部 鉱山保安課 電話番号 087-811-8591
○ 九州産業保安監督部 鉱山保安課 電話番号 092-482-5928
○ 那覇産業保安監督事務所 保安監督課 電話番号 098-866-6474

経営トップと保安管理者は、本資料（概要版）により鉱山マネジメントシステムの全体イメージを掴

んでいただき、その上でまずはガイドブック（本編）を一読してみて下さい。

2014年3月

鉱山保安を全社一丸となって取り組むためには、 鉱山災害の怖さを経営トップや保安管理者が認知す

るだけではなく、全従業員に周知させることが大切です。災害ゼロを継続している鉱山であっても、

事故の怖さに対する意識が希薄になり。従業員に油断の気持ちが芽生えます。

従業員が集まる機会などに、ガイドブックの２頁、３頁を活用し、周知を図ってみて下さい。

保安取組状況を自己診断してみよう！
こんな鉱山をめざしてます以下の自己診断項目は鉱山保安ＭＳを構築、運用する際に、各階層が最低限どのようなことに取

り組むべきかを示しています。まずは経営トップや保安統括者、保安管理者などが中心となって以

下の項目で自己診断を行い、自鉱山の取り組み状況を把握してみましょう。該当しない項目につい

てはガイドブックの参考頁を参照し取組強化を図ってください。

本資料の最後に載せている自己診断表を使って自鉱山の保安取組状況を診断してみて下さい。

自鉱山の保安取組における弱点や取り組むべき課題を認識してからガイドブックを読み進めると一層

理解が深まります。
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参考 お問い合わせ先

＜概要版＞

鉱山災害の怖さを改めて従業員に周知しよう!

経営トップと保安管理者はまずはガイドブックを一読しよう!

自鉱山の保安取組状況を自己診断してみよう!

本資料は、｢鉱山保安マネジメントシステムの構築とその有効化のためのガイドブック

～構築のためのヒント（中小零細規模鉱山向け）～｣（以下、「ガイドブック」という）の概

要をまとめたものです。

ガイドブックは、中小零細規模鉱山における鉱山保安マネジメントシステムを推進する

目的で作成したもので、実際にいくつかの中小零細規模鉱山の現地調査を行い、鉱

山保安の取組実態を調査・分析した上で作成しています。特に鉱山保安マネジメント

システムを構築する際の鉱山が抱えている課題を整理し、それら課題を解決するため

のポイントをまとめた実践的なガイドブックとなっています。

必ず鉱山保安のレベルアップにつながりますので是非ご活用下さい。

社長・

保安統括者
保安管理者 鉱山労働者

方針 1 ◎ □
経営理念や経営計画を踏まえた保安方針を
表明していますか？

１２頁

2 ◎ ○ □
年に1回以上、全員参加でリスクアセスメント
（RA）を実施していますか？

１３頁

3 ○ ◎ □
RAで見積もったリスクについて、優先度を設
定していますか？

１６頁

4 ○ ◎ ○ □
みんながわかる（理解する）具体的な保安目
標を掲げていますか？

１９頁

5 ◎ ◎ □
保安目標を達成するための具体的な対策を
保安計画として立案していますか？

２１頁

6 ◎ □
経営トップは保安計画を承認し、必要な経営
資源を提供していますか？

２３頁

Ｄ（実施） 7 ○ ◎ ◎ □
保安方針・保安目標・保安計画を全員に説明
し、周知できていますか？

２４頁

8 ◎ ○ □
保安計画に基づくリスク低減措置等の進捗を
毎月チェック（評価）していますか？

２６頁

9 ◎ □
鉱山保安MSのPDCAは有効に機能していま
すか？

２８頁

10 ◎ □
経営トップは少なくとも年1回、チェック（評価）
の結果を集約し、確認していますか？

２９頁

◎：主として担う階層　　○：従として担う階層

Ｐ（計画）

Ｃ（評価）
・

Ａ（改善）

ガイド
ブック
参考頁

分類 No

取り組む階層の目安

自己診断項目 ～構築のためのヒント（中小零細規模鉱山向け）～



次の２つの資料は鉱山保安ＭＳを進めていく上での手順とアウトプットのイメージです。

ガイドブックを読み進めながら、このＲＡ実施結果一覧表と保安計画表の内容を理解し、きっ

ちりと作成できればＰＤＣＡが必ず回り結果的に保安レベルの向上につなげることができます。

方針の表明 ガイドブック１２頁~

ＲＡ（リスクアセスメント）の実施 ガイドブック１３頁~

保安目標 ガイドブック１９頁~

保安計画 ガイドブック２１頁~

実施 ガイドブック２４頁~
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

○ ○

● ●

○

●

24年度の振り返り 保安方針

保安目標

Ａ

災害発生状況
H24保安検査指摘事項
ヒヤリハット
など

経営トップからの保安計画などへの回答概要
25年度の全体振り返り

年間スケジュール
上段：計画　下段：実施

②保安会議・集会
③設備対策
④保安活動
⑤保安教育
⑥その他

6

Ｐ Ｄ Ｃ

9月まで低減措置を実施した分の残留リスクを評価
（※今年度はリスクレベル「すごく心配」「心配」
について低減措置を実施し、全て「気になる」にす
る）

管理者
労働者

新たに○件を洗い出したが中長期的な
観点のリスクが未抽出であった。

①リスク
　アセスメント

全て

3ヶ月間
集中

「心配」の残留リスクが◯件ある。
残留リスク○件について
は次年度に低減する。そ
れ以外は長期的に対応

目標（値） 改善
評価

（実施状況）
主たる
担当者

管理者

実施内容

1

2

3

6

：

4

5

：

3

重点項目

新たなリスクの洗出し、評価、低減措置の検討
（３つの事故の型洗い出しを徹底。さらに転倒リス
クも積極的に洗い出す）

設備老朽や開発区域拡大
に関するＲＡを実施

：

リスク評価(マトリックス法の場合)

事故の型
作業名

（工程・設備）
危険源

危険性又は有害性と発生のおそれのある災害
（～なので、～して、～になる）

考えられる
主な原因

重篤度 可能性
リスク
レベル

墜落転落 穿孔 クローラードリル

クロラードリルから降りるとき手が滑り、はしごから落下し
てけがをする。 ・手すりが滑りやす

い
中 小 気になる

はさまれ・巻き込まれ 積込運搬 ダンプトラック

プラントホッパー付近でダンプが後進したとき、プラント担
当者がダンプに巻き込まれて死亡する。 ・危険軽視によるプ

ラント担当者の接近
・後方の死角

大 大 すごく心配

飛来・落下 発破 飛石

発破警戒位置で待避していたが、発破による飛石に当
たって死亡する

・孔曲がり
・不適切な退避位置

大 中 心配

保安目標

１９頁

ＲＡの実施

１３頁

保安計画
２１頁

実施
２４頁

【スタート】

方針の表明
１２頁

保安計画表 ※ガイドブック巻末付録【６】

ＲＡ実施結果一覧表１ ※ガイドブック巻末付録【４】

評価・改善

２５頁
評価・改善 ガイドブック２５頁~

●発生頻度が高く、重大な災害に結びつきやすい「墜落・転落」「はさまれ・巻き込まれ」「飛来・落下」の３つ
の事故の型に重点をおき洗い出すことから始めてみて下さい。

●慣れてきたら作業の流れ（作業工程）に沿って網羅的にリスクを洗い出して下さい。

●網羅的にリスクを洗い出す方法が定着している鉱山は、マンネリ化しないようにガイドブック付録【２】
「ＲＡでリスクを洗い出す際のポイント」を参考に見直しを行って下さい。

●現場の視点でのリスクアセスメントに加え、 ｢必要な予算の配分｣｢コミュニケーションの充実｣｢保安教育
の実施｣など経営トップの視点でのリスクアセスメントを行って下さい。

●保安方針の表明は、経営トップが行うものです。自らの理念、哲学等に基づき保安に関する基本的な考え
方を表明して下さい。現在の保安方針にそれらが十分に反映されているか見直してみて下さい。

●保安方針は全従業員が集まる機会などに経営トップが自らの言葉で伝えることが大事です。

●災害ゼロを達成するための重点取組項目を設定し、目標はこの重点取組項目ごとに「期待する効果」およ
び 「目標（値）」を設定し、評価・改善しやすくするのがポイントです。

●運良く災害ゼロで終わった場合でも結果良しとせず、各取組の評価・改善をし、具体的な目標を定めましょ
う。

●ガイドブックには重点取組項目ごとの保安目標の具体例も示していますので参考にして下さい。

●保安計画は、保安目標を達成するための具体策であり、その目的・内容を全従業員に十分に周知して下
さい。

●保安計画は、「どの程度まで（期待する効果・目標（値））」「いつ（年間スケジュール）」「だれが主体（主たる
担当者）」で実施するか、具体的に示すことがポイントです。

●保安計画表は、計画と実績に分けて毎月捗状を表示することが効果的です。

鉱山保安マネジメントシステム（以下「鉱山保安ＭＳ」という）におけるＰＤＣＡの年間スケ

ジュールイメージは下図のとおりです。

自社鉱山の実態に合うようにスケジュールを立て取り組んでみて下さい。

●自社の集会などで経営トップが保安方針を改めて表明すると共に、保安目標・保安計画を職場等に掲示し
たりして全従業員で共有して下さい。

●全社一丸となって計画を実施し、早急に対応すべきリスクが発生した場合はすみやかに経営トップを交え
て対応して下さい。

●評価は保安目標に対する全体的評価と、重点項目ごとの期待される効果や目標の達成度の評価を行って
下さい。

●リスクアセスメントに基づきリスク低減措置を実施したものは、優先度にそって実施されているか、低減措
置後の保安確保にどれぐらい効果があったのか、を評価し、残留リスクを把握し、次年度の継続検討事項
として認識して下さい。

●鉱山保安ＭＳが保安レベル向上にどれだけ貢献できたか、役に立ったのか、ルール通り行われたか、など
の観点から方針・ＰＤＣＡのしくみの評価を行って下さい。

●経営トップは、上記の評価の結果を踏まえ経営トップの立場として振り返りを行い、次年度の保安計画を実
施するために必要な経営資源（人・物・金）の投入について検討して下さい。

鉱山保安マネジメントシステムの概要

DO
（実施）

CHECK・ACT
（評価・改善）

H24・7 H24・12まで H25・3まで H25・4～ H26・3まで

方針の表明 RAの実施 保安目標・計画 実施 評価・改善

PLAN
(計画）

鉱山保安ＭＳで留意すべき点は「いつ、誰が、何を行えばよいか」を常に明確にしながら進める

ことです。ガイドブックでは、役割を明確にするために

右図のアイコンを示しながら解説しています。

右にＰＤＣＡの各段階におけるポイントをまとめました。

※ＲＡ：リスクアセスメント


